
■パート 1 

 

●場所：職員室（日中） 

 

  （主人公：自分のデスクに座っている状態） 

  （伊奈：職員室の入り口から、主人公の元にやってくる） 

 

失礼します。 

先生、次の授業に使う教材を取りに来ました。 

……これですね、持っていきます。 

 

……大丈夫ですよ、このくらい。 

ですがありがとうございます。 

 

女の子扱いしてもらえるの、嬉しいですから。 

先生、一緒に行きましょう。 

 

  （主人公：伊奈に誘導され、職員室を出て廊下を並んで歩く） 

  （主人公「いつも手伝ってくれてありがとう」） 

 

●場所：廊下（日中） 

 

……いえ、このくらい全然です。 

私がただ、先生のお手伝いをしたいだけですから……。 

……母と二人暮らしなので、小さい頃からの癖みたいなものです。 

 

お手伝いして役に立ちたいだけですから。 

なので、気にしないでください。 

 

……そういえば先生って、結婚されてるんですか？ 

普段、指輪は着けていらっしゃらないみたいですけど。 

 

  （主人公「妻と子どもがいるよ」） 

 

……お子さんも、ですか。 

……ああいえ、特に意味はないんですけど……。 



他の先生はたまに、ご家族の話をされますので。 

 

先生はそういった話全然されないので、少し気になって。 

お聞きしただけです。 

 

……そう、ですか……。 

奥さんとお子さんが……。 

 

ですが先生？ 

もし今、先生のことが大好きな女性が現れたらどうしますか？ 

 

……いえ、ただの雑談です。 

参考程度にお訊ねしたくて。 

 

  （主人公「もちろん、家族が大事」） 

 

……そう、ですよね。 

ご家族の方が大事に決まっていますよね……。 

……いえ、本当に何でもないです。 

 

授業が始まってしまいます。 

先生、急ぎましょう。 

 

 

 

 

■パート 2 

 

●場所：主人公の部屋（夜） 

 

  （主人公：電話に出る） 

  （伊奈：既に軽い発情状態） 

  （電話越しの音声加工をお願いします） 

 

……先生？ 

お休みの日にすみません、葉鎌です♡ 



今、お時間いいですか？ 

 

実は、先生にご相談したいことがあって……♡ 

……ああ、でも……♡ 

 

先生の声を聞いたら、ひとまず安心出来ました♡ 

安心して……♡体が、熱くなって……♡ 

 

  （伊奈：自慰開始） 

 

……っ♡あぅっ♡うぅっ……♡あん……♡ぅあ……♡ 

ああっ……♡あっ♡ふっ……♡あぅっ……♡……っ♡ 

ん……なんでもありません♡ 

 

こっちの話ですから……♡ 

んぁ♡あはぁ……♡あん……♡あぁっ……♡はぅっ……♡ 

それで、先生……♡ 

 

ご相談……♡なのですが……♡ 

いわゆるその……♡恋愛相談でも、いいでしょうか……？ 

んぅ♡……っ♡ぁっ……♡あっ……♡あっ……♡ 

 

んあっ♡あぁっ……♡……っ♡あぅっ♡ふっ……♡ 

……いえ、先生……♡ 

男性側の意見もお聞きしたいので……♡ 

先生が、適任なんです……♡ 

 

ぁあっ♡うっ……♡ぁっ……♡うぅっ……♡ふっ……♡ 

ふっ……♡ぁっ……♡ぅあ……♡ぅあ……♡あはぁ……♡ 

 

そう、ですね……♡ 

私の好みは……年上の男性で……♡ 

優しくて……素直で……♡ 

 

うっ……♡ぁあっ♡んあっ♡はぅっ……♡あはぁ……♡ 

あぅっ……♡ぁあっ♡ぅあ……♡ぁあっ♡ん……♡ 



違いますよ、先生……？ 

 

パパ活とか、そういう変なものではなくて……♡ 

純粋な気持ち、なんです……♡ 

あぁっ……♡あはぁ……♡あっ♡あっ♡ん……♡ 

 

うっ……♡ああっ♡ん……♡はぁっ……♡はぅっ……♡ 

ですが……♡その人は、結婚されていて……♡ 

あぅ……♡ぁあっ♡あぅっ……♡ああっ……♡あはぁ……♡ 

 

あっ……♡あぅっ……♡あん……♡うっ……♡ん……♡ 

違います……♡ 

家庭を壊したいわけではなくて……♡ 

 

ただ……♡こんな気持ち、初めてで……♡ 

自分でも、どうすればいいのか分からなくて……♡ 

あぅ……♡あはぁ……♡あっ♡あっ……♡うぅっ……♡ 

 

はぁっ……♡あん……♡あぁっ……♡んんぅ……♡はぁっ……♡ 

気持ちを……♡伝えるだけなら、大丈夫ですよね……？ 

先生に……♡後押ししてもらえたら……♡ 

 

私……♡頑張れます……♡ 

だから……♡お願いします……♡ 

応援……♡してください……♡ 

 

  （伊奈：主人公の言葉を聞きながら、絶頂に向けて高まる） 

 

ん……♡んぁ♡うぅっ……♡んあっ♡あぅっ……♡ 

はい……っ、んぅッ♡はい……んぅ、ん……ッ♡ 

 

ぅあ……♡ああっ♡はっ……♡あはぁ……♡あん……♡ 

ふっ……♡はい……♡はぅっ……♡ぁあっ♡あぅっ……♡あぅ……♡ 

 

なるほど……♡あぁっ……♡……っ♡んぁ♡……っ♡あぁっ……♡ 

ぁあっ♡……っ♡……っ♡んあっ♡んぁぅ……♡ 



 

あっ……イク……ッッ！ 

 

  （伊奈のみ絶頂） 

 

――んっ……んんんぅっ……♡♡♡ 

ふぅ……♡はぁ……♡ふぅっ♡ふぅ……♡はぁ……♡ 

ふぅ……♡はぁ……♡はぁ……♡ふぅ……♡はぁ……♡ 

 

  （主人公「大丈夫？」） 

 

……いえ、なんでもありません……♡ 

先生……♡ありがとうございます……♡ 

これで、告白する勇気が出ました……♡ 

 

私はただ……♡気持ちを伝えたいだけですから……♡ 

先生は心配しなくても大丈夫ですよ♡ 

 

お休みの日に、すみませんでした♡ 

ありがとうございます、先生♡ 

……失礼します♡ 

 

 

 

■パート 3 

 

●場所：車内（夜） 

 

  （主人公：手伝いで遅くなった伊奈を送るため、運転中） 

  （伊奈：助手席） 

 

……すみません、先生。 

家まで送ってもらえるなんて。 

……いえ、お手伝いは私の好きでしていたことなので。 

ですが、時間を忘れる程に集中してしまったのは想定外でした。 

 



……ああ、その角で大丈夫です。 

 

  （主人公：車を止める） 

 

……先生？ 

この間の相談、覚えていますか？ 

 

……はい、恋愛相談です♡ 

そのお相手なんですが……♡ 

 

  （伊奈：助手席から体を乗り出し、主人公にキス） 

 

ちゅっ……♡ 

先生だって言ったら、どうしますか？ 

 

んちゅっ……♡ちゅくっ♡れろっ……♡ぢゅっ……♡れろちゅっ……♡ 

じゅるっ……♡ぢゅるっ♡んぢゅうぅっ♡ちゅりゅっ♡ぢゅぶるっ♡ 

冗談なんかで……こんなこと、しません♡ 

 

私……♡本気です……♡ 

じゅむっ……♡んちゅぅっ……♡んじゅる♡んんぅっ♡ぢゅぢゅっ……♡ 

ぢゅじゅぅっ……♡れろっ……♡ちゅるるっ……♡はむぅっ……♡んちゅっ……♡ 

 

本気で……♡先生のこと……♡ 

好きなんです……♡ 

ぢゅぶるっ♡はむっ……♡んじゅくっ♡ぢゅりゅっ……♡ちゅりゅっ♡ 

 

んんぅっ♡ちゅむっ……♡んじゅる♡じゅむっ……♡ちゅくっ♡ 

先生は、どうですか……？ 

私のこと……♡少しでも、可愛いって思ったこと……♡ない……ですか……？ 

 

  （伊奈：ズボン越しの手コキを開始） 

 

ぢゅるっ♡んちゅっ……♡んんぅっ♡んじゅる♡ちゅぶぅっ……♡ 

……でも、先生……♡ 

じゅく……♡ぢゅりゅっ……♡ちゅくっ……♡ぢゅぢゅっ……♡んじゅる♡ 



 

おちんちんは、反応してくれていますよ♡ 

ぢゅじゅぅっ……♡ちゅりゅっ♡ちゅりゅっ♡ちゅっ……♡ちゅむっ……♡ 

ちゅくっ♡ちゅりゅっ♡ぢゅりゅっ……♡ぢゅぢゅっ……♡ちゅっ……♡ 

 

大丈夫です、分かってますから♡ 

これは、生理現象だってこと……♡ 

……それでも、嬉しいです♡ 

 

好きな人が……♡私のキスで、興奮してくれているなんて……♡ 

ちゅぶぅっ……♡はむぅっ……♡ぢゅるっ♡ちゅりゅっ♡ちゅむっ……♡ 

ちゅるるっ……♡ぢゅじゅぅっ……♡はむぅっ……♡んちゅっ……♡んちゅっ……♡ 

 

ちゅくっ……♡ちゅむっ……♡はむっ……♡じゅく……♡んじゅる♡ 

大丈夫ですよ、先生……♡ 

ここ、人通りほとんどないですから……♡ 

 

外を気にする必要なんてないです♡ 

れろっ……♡ぢゅぶっ……♡ちゅるるっ……♡れろっ……♡ちゅむっ……♡ 

はむぅっ……♡んじゅる♡ぢゅるっ♡はむっ……♡ちゅりゅっ♡ 

 

それに……♡先生♡ 

おちんちん……すごく苦しそうです♡ 

……失礼しますね♡ 

 

  （伊奈：ディープキスを続けながらペニスを出す） 

 

ぢゅじゅぅっ……♡ちゅっ……♡れろっ……♡れろっ……♡ぢゅじゅぅっ……♡ 

 

  （ペニス露出） 

 

ふふふ……♡これが先生の……♡ 

ぢゅりゅっ……♡じゅぅっ♡ぢゅっ……♡はむぅっ……♡ちゅくっ……♡ 

 

  （伊奈：ディープキスをしながら、手コキ開始） 

 



ん……♡んんぅっ……♡ 

思っていたより……♡硬いです♡ 

それに……♡大きい……♡ 

これが男の人の……♡先生の、おちんちん……♡ 

 

んちゅぅっ……♡ぢゅぶっ……♡んじゅくっ♡じゅむっ……♡ぢゅるっ♡ 

ちゅくっ……♡ちゅりゅっ♡ぢゅぢゅっ……♡れろちゅっ……♡んんぅっ♡ 

 

こういうことするの……♡初めてで……♡ 

上手じゃないかもしれない……ですけど……♡ 

 

  （主人公「出る……ッ」） 

 

ぢゅぢゅっ……♡ちゅくっ♡ぢゅるっ♡れろちゅっ……♡れろっ……♡ 

じゅく……♡んちゅっ……♡ぢゅぶるっ♡ぢゅぶっ……♡んちゅっ……♡ 

……いいですよ、先生♡ 

このまま……♡手で受け止められますから……♡ 

 

じゅく……♡ぢゅじゅぅっ……♡ちゅくっ♡ちゅりゅっ♡んじゅる♡ 

ぢゅりゅっ……♡ぢゅりゅっ……♡れろちゅっ……♡ちゅくっ♡れろちゅっ……♡ 

出してください……♡ 

ぢゅりゅっ……♡ちゅるるっ……♡ぢゅぶっ……♡じゅうぅっ♡んちゅぅっ……♡ 

 

れろちゅっ……♡れろちゅっ……♡ちゅるるっ……♡んちゅっ……♡じゅうぅっ♡ 

ぢゅぢゅっ……♡ちゅむっ……♡ちゅむっ……♡ちゅるるっ……♡ぢゅりゅっ……♡ 

 

ちゅくっ……♡ちゅくっ♡はむぅっ……♡ちゅぶぅっ……♡んちゅぅっ……♡ 

さあ、出してください……ッ♡ 

ちゅううううう、チュッ、ちゅく～～～～～～ッッ♡ 

 

  （主人公：射精） 

  （伊奈：手コキを止め、手の平に出される精液を見る） 

 

あ……ッ！ 

はぁっ♡はぁ……♡はぁっ♡んっ……♡ふぅっ♡ 

あったかいです……♡ 



それに、こんなにいっぱい……♡ 

 

これ……♡それだけ気持ち良くなってもらえたってこと……ですよね？ 

だったら……♡嬉しいです……♡ 

 

 

 

■パート 4 

 

●場所：車内（夜）） 

 

  （トラック３の続き） 

  （主人公：座席に座っている状態） 

 

……先生？ 

おちんちん……まだ大きいままです♡ 

これ……♡物足りないってこと……ですよね？ 

なら、もう少し……アプローチをかけても？ 

 

  （主人公「やめてくれ！」） 

 

……やめません♡ 

私、 

こんな汚れたおちんちん見たら、 

放っておけませんから♡ 

失礼しますね？ 

 

  （伊奈、隣に座ったままペニスに顔を近づける） 

 

ふふふ♡ 

スンスンスン。 

 

好きな人の匂いは……どんなものでも愛おしい♡ 

これ…… 

 

奥さんは舐めてくれるんですか？ 



私だったら── 

 

  （伊奈：舐めフェラ開始） 

 

ちゅむっ……♡じゅるくっ……♡ぢゅくぅっ……♡じゅぶ♡れろっ♡ 

じゅぶ♡んちゅっ……♡んちゅっ……♡れろっ♡んちゅじゅるっ……♡ 

ん……平気です♡ 

 

先生のですし、それに……♡ 

好きな人に……♡悦んでもらえるなら……♡ 

ちゅるぅっ♡ちゅむるっ♡ちゅぅっ♡れろちろっ♡ちゅるるっ♡ 

 

じゅるくっ……♡ちゅむるっ♡ちゅくむぅっ♡ちゅむっ……♡ぢゅくぅっ……♡ 

んちゅじゅるっ……♡じゅるくっ……♡じゅるっ……♡んぅっ♡じゅるっ……♡ 

 

私なら……♡いつでも……何度でも……♡ 

してあげたいです……♡ 

 

れろっ♡ちゅぶっ……♡ふぅ……♡ちゅるるっ♡れろっ……♡ 

んんぅっ……♡ちゅむるっ♡はむぅっ……♡ちゅるるっ♡じゅるぅっ♡ 

んちゅじゅるっ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡ちゅむるっ♡んちゅっ……♡ 

 

それに……♡私、こういうことするの……初めてなので……♡ 

先生の……♡好きなところ、たくさん……♡ 

覚えていけますよ……♡ 

 

ちゅるぅっ♡ちゅぅっ♡んぅっ♡れろじゅりっ……♡ちゅるぅっ♡ 

れろっ♡ふぅふぅ♡じゅぶ♡ちゅむるっ♡はむっ♡ 

 

ふぅ～……。 

舐めるだけじゃないんですよ？ 

咥えることだってできます♡ 

いきますね？ 

 

  （伊奈：咥えフェラ開始） 

 



ぢゅぶっ……♡ちゅぶぅっ……♡ぢゅっ……♡ちゅくっ♡ぢゅぶっ……♡ 

ちゅくっ♡ちゅむっ……♡ぢゅっ……♡ちゅくっ……♡んじゅる♡ 

さっきのよりこっちの方が……♡気持ちいいですか……？ 

 

反応……♡いいですね……♡ 

ぢゅっ……♡ちゅるるっ……♡ちゅぶぅっ……♡はむぅっ……♡はむっ……♡ 

はむっ……♡ぢゅぶるっ♡ちゅるるっ……♡ちゅむっ……♡じゅく……♡ 

 

ちゅくっ♡れろちゅっ……♡んじゅる♡ぢゅぶるっ♡じゅうぅっ♡ 

こうやって、自分好みに……♡ 

教え子を……♡育てていけますよ……♡ 

 

ちゅくっ♡れろっ……♡んじゅる♡ちゅくっ♡れろっ……♡ 

ぢゅぢゅっ……♡じゅく……♡じゅるっ……♡ぢゅっ……♡ぢゅぶるっ♡ 

ん……睾丸、でしたか？ 

 

精液が作られる場所……♡すごくパンパンで……♡ 

……触ってみてもいいですか？ 

 

  （伊奈：睾丸撫でしながら、フェラ継続） 

 

ちゅくっ……♡ちゅくっ♡ちゅむっ……♡じゅうぅっ♡はむぅっ……♡ 

ふふふ……チュッ、ちゅッ♡この袋、ズッシリとしてる♡ 

れろちゅっ……♡れろちゅっ……♡ぢゅるっ♡はむぅっ……♡んちゅぅっ……♡ 

んんぅっ……♡ 

 

睾丸を揉んでから、ヂュッ♡チュッ、ちゅくッ♡ 

しょっぱいの、おちんちんの先っぽからどぷどぷと……♡ 

れろっ……♡ぢゅぶっ……♡れろちゅっ……♡じゅうぅっ♡れろっ……♡ 

これ……授業で習いました♡ 

 

カウパー液……ですよね？ 

ちゅぶぅっ……♡はむぅっ……♡ 

 

ぢゅぶっ……♡ぢゅりゅっ……♡ぢゅぶっ……♡ 

ぢゅぢゅっ……♡れろちゅっ……♡じゅく……♡ちゅむっ……♡はむぅっ……♡ 



 

先生……♡もっとたくさん、気持ち良くなってください……♡ 

じゅく……♡ちゅくっ♡んじゅくっ♡ちゅくっ♡じゅうぅっ♡ 

ちゅるるっ……♡ぢゅぢゅっ……♡じゅむっ……♡ちゅっ……♡ちゅるるっ……♡ 

 

私もたくさん……♡気持ち良く、しますから……♡ 

だから……♡お願いします……♡ 

私のこと、選んでください……っ♡ 

 

ちゅむっ……♡ぢゅじゅぅっ……♡れろちゅっ……♡じゅく……♡ぢゅるっ♡ 

んじゅる♡ちゅむっ……♡れろっ……♡じゅく……♡ちゅくっ……♡ 

じゅく……♡じゅむっ……♡んじゅる♡れろっ……♡ちゅっ……♡ 

 

お付き合い、して欲しいです……♡ 

ぢゅじゅぅっ……♡じゅうぅっ♡れろっ……♡れろっ……♡れろっ……♡ 

ちゅくっ……♡んちゅっ……♡れろっ……♡ぢゅぶっ……♡んちゅっ……♡ 

 

ちゅっ……♡ぢゅっ……♡ちゅぶぅっ……♡んちゅぅっ……♡ぢゅっ……♡ 

……先生、これ……♡出そう……ですよね？ 

いいですよ、そのまま……♡お口に……♡ 

 

んぢゅぐっ♡れろじゅびぃっ♡ぢゅっぞっ……♡じゅっぐっ♡じゅぐれろぅっ♡ 

ぢゅぞぉっ……♡ぢゅぶじゅっ♡んぢゅぐぅっ♡……♡んぢゅぅっ♡ぢゅぶじゅっ♡ 

れろじゅびぃっ♡んぁっ♡ぢゅるちゅっ♡れろじゅびぃっ♡じゅっぞっ♡ 

 

ぢゅごぉっ♡ぢゅぐれろっ♡ぢゅるちゅっ♡んぢゅぅっ……♡ぢゅぢゅぅっ……♡ 

じゅぐれろぅっ♡じゅっぐっ♡ぢゅっぞっ……♡じゅっぞっ 

出してッ♡ 

ぢゅぅ～～～～～～～～～ッッ♡♡ 

 

  （口内射精） 

 

んっ……んんんぅっ……♡ 

はぁっ♡はぁっ♡はぁ……♡ふぅっ♡はぁ……♡ 

 

ぷひゅ！ ふぅ、ふぅ……ッ！ 



大量に、いただきました……♡ 

もちろん── 

ん……ごくっ♡ごくッ♡ごくッ♡ごくッ♡ 

 

ふぅっ♡はぁ……♡ふぅ……♡んっ……♡はぁ……♡ 

先生の精液……♡こんな味なんですね……♡ 

 

  （伊奈、身体を起こす） 

 

こんなのを味わったら……、 

私の気持ち、もっと伝えたくなります……♡ 

上……跨がりますね？ 

 

  （伊奈、隣から主人公に跨がる） 

 

ん……ッ♡ 

ふふふ♡ 

先生……大好きです……♡ 

 

 

 

■パート 5 

 

●場所：車内（夜） 

 

  （トラック４の続き） 

  （伊奈、主人公に跨がった状態） 

 

先生……♡ 

どうせなら、このまま……♡ 

私の初めて……♡もらっていただけませんか……♡ 

 

  （主人公「無理に決まってるだろ！」） 

 

……大丈夫です♡ 

初めてを捧げたから、お付き合いしてほしいとは、思ってません……♡ 



 

  （伊奈、パンツをずらして挿入の準備をする） 

 

それは、先生が決めることですから……♡ 

ですが……♡私の初めては、先生にもらってほしいです♡ 

 

  （伊奈、ペニスを握る） 

 

受け取ってください、先生……♡ 

この硬いのを……受け入れますから♡ 

 

  （伊奈：対面座位で挿入） 

 

んんぅっ……あ、ううううっ……♡ 

はぁ……♡はぁ……♡はぁっ♡はぁ……♡ふぅ……♡ 

おちんちん、入ってくると……♡ 

 

こんな感じ……♡なんですね……っ♡ 

思ってたより……♡圧迫感があります♡ 

ですが、それ以上に……♡すごく、幸せな気分です♡ 

 

ふぅ、ふぅ……♡ 

好きな人に、大事な処女を捧げられて……♡ 

……ですが、このままじゃ……んぅ、ん……♡ 

先生は……ううん、男の人は、物足りないですよね？ 

はあ、はあ……っ♡ 

 

  （伊奈：腰振り開始） 

 

んぅうううう……ッッ♡ 

はぁっ……♡あん……♡ぅあ……♡はぁっ……♡ああっ……♡ 

あぅ……♡ああっ……♡あっ……♡んんぅ……♡はぁっ……♡ 

これ……♡上手に動けていますか……？ 

 

よく、分からなくて……♡ 

あぅ……♡あっ♡あぅっ♡あっ♡あぅっ……♡ 



はぅっ……♡……っ♡ぅあ……♡あぁっ……♡あん……♡ 

 

ですが、初めてですから……♡ 

きっと、先生みたいな……大人の人は……♡ 

満足……出来ませんよね……♡ 

 

  （伊奈：自ら胸をはだける） 

 

ぁあっ♡ふっ……♡あぁっ……♡あぅっ……♡んぅ♡ 

ちょっと、待ってくださいね♡ 

あん……♡ぅあ……♡あぅっ……♡あぁっ……♡ぅあ……♡ 

んんぅ……♡ぁあっ♡ 

 

はっ……♡ん……♡ああっ……♡ 

おっぱい……♡触りますか……？ 

……いえ……♡触ってください……っ♡ 

 

  （主人公：胸の愛撫開始） 

  （伊奈：かなり悶えた様子で） 

 

んっ……んんんぅっ♡ 

……っ♡んぅっ♡ふっ……♡あぅっ……♡……っ♡ 

はぁっ♡あうっ♡あぁっ♡はぅっ……♡あうっ♡ 

 

私、おっぱい……♡すごく、感じやすくて……♡ 

いつも……♡自分でする時も……♡ 

とても、感じてしまうんですが……♡ 

 

あはぁ♡うぅっ♡あはぁ♡ん……♡あぅ……♡ 

んあっ♡はぅっ……♡んんぅ♡んぁ……♡んぁ……♡ 

 

エッチしてる時は……♡ 

それ以上に……♡感じてしまってぇ……♡ 

ぁっ……♡ふっ……♡あぁっ……♡あはぁ♡ぁあっ♡ 

うっ♡んぅっ♡ぁあっ♡はっ……♡ふっ……♡ 

 



あん……っ♡……っ♡あうっ♡んぁぅ……♡はぁっ♡ 

先生……♡すきです……♡ 

……っ♡あぅ……♡ぅあ♡んぁぅ……♡ああっ……♡ 

 

この気持ち……♡とめられません……っ♡ 

あぁっ♡ああっ……♡はぁっ♡ぁあっ♡あぅっ……♡ 

ああっ……♡んぅっ♡ふっ……♡うっ♡ああっ……♡ 

 

  （主人公「付き合うことはできないぞ……」） 

 

……そう、ですよね……♡ 

先生の……立場的に……♡ 

付き合うのは難しいってこと……♡ 

 

わかってるつもりです……♡ 

でも……それでも……っ♡ 

うぅっ♡んんぅ♡んぅっ♡あぅっ……♡うぅっ♡ 

 

ぅあ♡はっ……♡ん……♡んぁ……♡ん……♡ 

先生を好きなことは……♡ 

やめられません……♡ 

 

ぁあっ♡あうっ♡あぅ♡あん……っ♡あぁっ♡ 

あぅっ……♡あぅっ……♡んぁぅ……♡んんぅ♡あっ♡ 

もう、これ以上……♡ 

 

自分にウソは……♡つきたくないんです……♡ 

はぁっ♡あぅ……♡あぅっ……♡ぁあっ♡はっ……♡ 

あぅっ……♡ん……♡ああっ……♡あぅ……♡んぅっ♡ 

 

ん……♡あん……っ♡……っ♡ぁっ……♡んんぅ♡ 

先生……♡好きです……♡ 

すき……♡すき……♡すきぃ……♡ 

 

  （主人公：興奮のあまり、胸を強く愛撫する） 

 



ああっ……んっ、んんぅっ♡ 

先生ぇ……♡おっぱい、そんなに強く……♡ 

ふっ……♡んあっ♡ぅあ♡はぅっ……♡はっ……♡ 

 

あぅ♡はぁっ♡ああっ……♡あん……っ♡あぁっ♡ 

自分でも……♡そんな揉み方……♡ 

したこと……♡ない、のにぃっ……♡ 

 

んぅ……♡あぁっ♡あぅっ……♡あぅっ……♡あぁっ♡ 

うっ♡あぅ♡あうっ♡うぅっ♡あっ♡ 

先生……♡おっぱい、好きですか……？ 

 

たくさん触って……♡いいですよ……♡ 

あっ♡あっ♡んぅ……♡うっ♡あぁっ♡ 

あうっ♡あぅ……♡あっ♡んぁぅ……♡あぁっ♡ 

 

触って……♡ください……♡ 

先生になら……♡たくさん……♡ 

乱暴に揉まれても……♡嬉しいですから……♡ 

 

うっ♡んぅ……♡うっ♡あうっ♡あぅ♡ 

あぅ……♡はっ……♡んぅっ♡んんぅ♡あぅっ♡ 

指が……♡沈み込むくらい、強く……♡ 

 

お願いします……っ♡ 

ん……♡うぅっ♡……っ♡はぁっ♡んぁぅ……♡ 

ふっ……♡あっ♡んぅ……♡んあっ♡ぅあ♡ 

 

あうっ♡あぅっ♡んぅっ♡はぁっ♡あぁっ……♡ 

乳首……♡恥ずかしいくらい、硬くなって……♡ 

そこも……♡触ってほしいです……っ♡ 

 

  （主人公：乳首愛撫） 

 

んっ、んんぅっ……あぅ、んんぅっ♡ 

んぁぅ……♡ぅあ♡あぅ……♡はぁっ♡ああっ……♡ 



ふっ……♡ああっ……♡ああっ……♡んあっ♡んぅ……♡ 

 

クリクリ、弄るのも……♡ 

先生……♡お上手です……♡ 

……っ♡んぁぅ……♡あっ♡はぁっ♡ぁあっ♡ 

 

あぁっ♡あうっ♡あぅっ♡うぅっ♡ぁっ……♡ 

私……♡声、抑えられなくて……♡ 

これ……♡外まで、漏れているんじゃ……♡ 

 

あん……っ♡んぅ……♡ん……♡あん……っ♡あぁっ♡ 

んあっ♡うぅっ♡あぅっ♡うぅっ♡ぁあっ♡ 

 

でも、そんなこと……♡気にならないくらい……♡ 

おまんこ……♡トロトロにトロけてしまって……っ♡ 

 

  （主人公「い、イキそうだ」） 

 

うっ♡ああっ♡んぅっ♡ぁっ……♡ふっ……♡ 

ぁあっ♡んんぅ♡あぁっ♡……っ♡んぅっ♡ 

先生……♡出すなら、中に……♡ 

だって……♡車が汚れてしまいますから……♡ 

 

はっ……♡あん……っ♡ 

あぅ……♡はっ……♡んぅっ♡ 

あはぁ♡あぅ♡んぁ……♡ぅあ♡うぅっ♡ 

 

私も……♡中、ほしいです……♡ 

女性として……♡だいすきな人の、精液……♡ 

おまんこで、きちんと……♡受け止めたい、ですから……っ♡ 

 

うぅっ♡あぅ♡はぅっ……♡んぁ……♡あぁっ♡ 

あぅ♡んぁぅ……♡あうっ♡ふっ……♡はぁっ♡ 

そのまま、来てください……♡ 

 

私も……♡これ、一緒に……っ♡ 



んぁぅ……♡はぅっ……♡あぅ……♡ぁっ……♡あはぁ♡ 

 

ん……♡あん……っ♡ぅあ♡はっ……♡はぅっ……♡ 

あぅっ♡うぅっ♡あうっ♡ぁあっ♡うっ♡ 

あぁっ♡……っ♡ああっ♡はぅっ……♡あはぁ♡ 

イッてッ、ください……ッッ♡ 

あぁんぅ～～～～～～……ッッ♡ 

 

  （同時絶頂（中出し）） 

 

――んんんぅ～～～～っ♡♡♡ 

ふぅ……♡ふぅっ♡はぁ……♡はぁ……♡はぁ……♡ 

これがッ……アッ！ 子作りの……ッ♡ 

はぁ……♡はぁ……♡ふぅ……♡はぁ……♡んぁ……♡ 

 

敏感な、部分に……♡こんなに熱いの、いっぱい……♡ 

こんなの……♡先生のこと、もっと……好きになってしまいます……♡ 

んぁ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡んっ……♡ふぅ……♡ 

 

……大丈夫です、先生……♡ 

今すぐに、答えはもらえなくてもいいですから……♡ 

ですが……♡しばらく、このままで……♡ 

ふぅっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡ふぅっ♡んっ……♡ 

 

 

 

■パート 6 

 

●場所：ショッピングモール（日中） 

 

  （主人公：トイレ前で妻と子を待っている状態） 

  （伊奈：近づいてくる） 

 

こんにちは、先生♡ 

まさかショッピングモールで会えるなんて感激です♪ 

ご家族でお買い物ですか？ 



……ふふっ、後を付けてきたわけじゃないですよ？ 

 

たまたま見かけただけです♡ 

奥さんとお子さんは…… 

 

トイレですか？ 

それにしても、可愛い息子さんですね♡ 

 

先生そっくりで……♡ 

もし先生の息子さんに精一杯の愛情を注いだら、 

私のことをお母さんと呼んでくれるでしょうか？ 

 

ですが、結婚する前に仲良くしておいた方が良いですよね♡ 

今度、先生のおうちにお邪魔してもいいですか？ 

もちろん、奥さんがいない時に……♡ 

 

  （主人公「それは無理だ」） 

 

……ですよね♡ 

先生ならそう仰ると思っていました♡ 

だってさっき、ご家族といた時の先生……♡ 

 

とても幸せそうでしたから♡ 

……ですが、だからといってそう易々と諦められる程、私も半端な気持ちじゃないですから♡ 

性欲や安っぽい恋心でもない……真実の感情で、しっかりと将来のビジョンを見据えてます。 

……ふふ♡安心してください、先生♡ 

 

奥さんや息子さんには、嫌な思いをさせるつもりはありませんから♡ 

私の気持ちは今度、とっておきの形でお伝えします……♡ 

 

……あ、戻ってこられましたね♡ 

では、また……♡ 

 

  （伊奈：遠ざかっていく） 

 

 



 

■パート 7 

 

●場所：主人公の自宅（日中） 

 

  （主人公：玄関へと向かう） 

 

●場所：主人公の自宅・玄関（日中） 

 

こんにちは、先生♡ 

……来ちゃいました♡ 

入ってもいいですか？ 

 

  （伊奈：玄関の中に入り、主人公を壁に押しつけキス開始） 

 

ぢゅぶっ……♡ちゅくっ♡じゅく……♡ぢゅっ……♡ちゅむっ……♡ 

 

  （伊奈、キスをしながら鍵を閉める） 

 

じゅぅっ♡んんぅっ♡んんぅっ♡じゅうぅっ♡じゅく……♡ 

今日はお一人ですよね……♡ 

だったら遠慮なく……♡ 

 

じゅく……♡じゅむっ……♡ぢゅぶるっ♡じゅぅっ♡はむぅっ……♡ 

ちゅるるっ……♡んんぅっ♡んじゅくっ♡ぢゅりゅっ……♡じゅく……♡ 

こんなことして、悪いとは思っています……♡ 

 

ですが、抑えきれないくらい……すきなんです……♡ 

すきです……♡すきぃ……♡ちゅぶっ……♡すき……♡れろちろっ……♡ 

すきぃ……♡すき……♡ふぅ……♡んんぅっ……♡んんぅっ……♡ 

 

すきっ……♡ちゅくぅっ……♡じゅるくっ……♡すきです……♡ふぅ……♡ 

れろじゅりっ……♡れろっ……♡れろっ……♡ちゅるるっ……♡すきです……♡ 

 

  （ペニスを出す） 

 



ん……もうこんなに大きく……♡ 

 

我慢させてしまってすみません♡ 

 

  （伊奈：手コキしながら愛の告白を続ける） 

 

ちゅぶっ……♡はむっ……♡ちゅくぅっ……♡ちゅぶっ……♡ちゅくぅっ……♡ 

はむっ……♡すきぃ……♡すきっ……♡ちゅむっ……♡ちゅくぅっ……♡ 

 

すき……♡すきっ……♡すき……♡すきっ……♡んちゅっ……♡ 

すきです……♡すき……♡すき……♡すき……♡ちゅぶっ……♡ 

すき……♡ちゅむっ……♡れろじゅりっ……♡すき……♡すきっ……♡ 

はぁ……♡はぁ……♡はぁっ♡はぁ……♡んっ……♡ 

先生……♡お手々シコシコだけじゃ足りませんよね？ 

 

先生の大好きなおっぱい……♡ 

使いますね♡ 

ふふ。ここ……挟みますね♡ 

 

  （谷間に挟む） 

 

はぁぁあ……♡ 

温かいおちんちん♡ 

奥さんのおっぱいじゃ……これ、できませんよね？ 

ふふふ♪ 

 

んぁぅ……♡あっ……♡はっ……♡ぅあ……♡はぅっ……♡ 

あぅっ♡ああっ♡んぁ♡ぁあっ♡はぁっ……♡ 

おちんちん……♡擦れるだけで……♡ 

 

おっぱい……♡こんなに、感じます……っ♡ 

ぁあっ♡はぅっ……♡んあっ♡はぁっ……♡あぁっ……♡ 

あぅっ……♡はっ……♡あぅっ……♡んんぅ……♡ん……♡ 

 

きっと……♡先生だからです……♡ 

他のおちんちんじゃ、絶対に……♡ 



こんなに感じたり……♡しない、ですから……っ♡ 

……っ♡あぁっ……♡……っ♡ぁあっ♡ふっ……♡ 

 

ぁっ……♡んぁ♡んぅ♡はぅっ……♡あぁっ……♡ 

あっ……♡はっ……♡あぅっ……♡あぁっ……♡んぅ♡ 

ちなみに、挟むだけじゃないんです♡ 

んぅ♡んん、ンッ、こういうこともできちゃいます♡ 

 

  （伊奈：パイズリフェラ開始） 

 

ふぅ……♡ふぅ……♡れろっ……♡ちゅっ……♡んっ……♡じゅく……♡ 

ちゅむっ……♡じゅむっ……♡んんぅっ♡んんぅっ……♡んっ……♡ 

この間より……♡太いです……♡ 

 

れろっ……♡んあぅっ♡れろっ……♡んっ♡んあっ♡ 

ぢゅるっ♡んじゅくっ♡ぢゅぢゅっ……♡じゅぅっ♡ぢゅぢゅっ……♡ 

それに……♡味……濃くて……♡ 

 

……先生♡ 

こんなに興奮してくれているんですか♡ 

嬉しいです……♡ 

 

んんぅっ……♡……♡んっ♡ぢゅぶっ……♡んちゅっ……♡ぢゅりゅっ……♡ 

ちゅくっ……♡んちゅっ……♡んあぅっ♡んんぅっ♡ちゅっ……♡ 

大丈夫ですよ、先生……♡ 

このまま── 

 

お口の中、ください……♡ 

女の子は……♡大好きな人の精液、お口に欲しいんです♡ 

 

  （伊奈：ラストスパートの激しいパイズリフェラ） 

 

んんぅっ♡ぢゅぢゅぅっ……♡ぢゅぷぅっ……♡じゅぐれろぅっ♡んぢゅぐぅっ♡ 

ぢゅぞぉっ……♡ぢゅっぞっ……♡んぁっ♡ぢゅぢゅぅっ……♡ぢゅっぐっ♡ 

 

ぢゅっぞっ……♡ぢゅぐっ♡んんぅっ♡ぢゅうううぅっ♡ちゅぐむぅっ……♡ 



ぢゅるちゅっ♡れろじゅびぃっ♡れろじゅびぃっ♡ぢゅごぉっ♡れろじゅむぅっ♡ 

 

さあ、出してください♡ 

ぢゅるるる、ヂュッズズズッ♡私の、口にッ♡ 

ぢゅぅ～～～～～～～～～ッッ！ 

 

  （口内射精） 

 

んぅううううう……ッッ！ 

んっ……んんんぅっ♡ 

ふぅ……♡はぁ……♡はぁ……♡ふぅっ♡ふぅっ♡ 

大量♡ 

 

こんなに、出してくれるなんて♡ 

愛情、ですか？ ふふふ♡ 

 

んぷぅう、ん……んん、ん……ッ♡ 

これで、全部？ 

んぅ、ん♡ふぅ、ふぅ……んぅう……ッ♡ 

抜きますね？ おちんちん。 

 

ぷひゅ！ ふぅ、ふぅ……ッ♡ 

この精液は、もちろん── 

 

ごくッ、ごくッ、ごく……ッッ♡ 

ふぅっ♡ふぅ……♡はぁっ♡はぁっ♡はぁ……♡ 

ごちそうさまです♡ 

先生の精子が、ナカに入っちゃいましたね♡ 

ふふふ。 

きっとひとりでも── 

 

  （伊奈、勃起に気付く） 

 

先生、すごい……♡ 

まだこんなにガチガチです……♡ 

先生がしたいなら……♡続き、しませんか……？ 



さあ……次は入れてほしいです♡ 

 

  （伊奈、壁に手をついて背中を向ける） 

 

バックで、どうぞお願いします♡ 

もちろん、生で♡ 

 

 

 

 

■パート 8 

 

●場所：主人公の家（玄関） 

 

  （トラック７の続き） 

  （主人公と伊奈：立ちバック体勢に） 

 

んんぅっ……♡ 

ふぅっ♡ふぅ……♡ふぅ……♡はぁ……♡はぁっ♡ 

先生のおちんちん、しゃぶっていたら……♡ 

 

おまんこ、どうしようもなく濡れてしまって……♡ 

これでは、床に垂れてしまいますから……♡ 

先生のおちんちんで、どうか……♡塞いでください……っ♡ 

 

  （主人公：立ちバックで挿入） 

  （伊奈：挿入時の悶え） 

 

ああ……んんふぅっ♡ 

やっと、素直になってくれましたね……ッ♡ 

先生……♡ 

大好── 

 

  （主人公：抽送開始） 

 

ぁあっ♡んぅ♡うっ……♡……っ♡んぁ♡ 



ふふふ♡ 

先生……ッ、まるでケダモノみたい♡ 

 

うぅっ……♡はっ……♡はぁっ……♡ふっ……♡んぁぅ……♡ 

はっ……♡ああっ……♡ん……♡ぁっ……♡んぁぅ……♡ 

 

先生……♡これ、すごいです……♡ 

この間は……♡自分で動いて……♡ 

全然……♡気づきませんでした、けど……っ♡ 

 

ああっ♡あぅ……♡あぅっ……♡うっ……♡んぁぅ……♡ 

先生に……♡動いてもらうと……♡ 

おまんこ……♡おちんちんに、服従してるみたいに……♡ 

 

ヒクヒク……♡震えて……っ♡ 

あはぁ……♡んぅ♡あぅっ……♡あぅっ♡ん……♡ 

あぁっ……♡ああっ……♡んあっ♡あはぁ……♡んあっ♡ 

あっ……♡ぁっ……♡あぅ……♡んんぅ……♡んあっ♡ 

 

  （主人公：胸の愛撫開始） 

 

んっ……ああはあぁっ……♡ 

ああっ……♡あぅ……♡はっ……♡あぁっ……♡んぁぅ……♡ 

今、おっぱい揉み揉みは……♡ダメです……♡ 

 

感じ過ぎて……♡体、力抜けて……♡ 

あぅ……♡ふっ……♡はぅっ……♡ぁあっ♡ああっ♡ 

ぅあ♡はっ……♡ぁあっ♡ぁあっ♡んぅ……♡ 

 

んぁ……♡うっ♡はぁっ♡あっ♡ああっ……♡ 

でも……♡先生が、激しく……♡ 

でも……やめないでください……っ♡ 

 

これ……♡すごくいいです……♡ 

おまんこの、奥の奥まで……♡ほじくられて……♡ 

先生に……♡愛してもらってるみたいで……っ♡ 



 

あぁっ……♡はぅっ……♡んぅ……♡ああっ♡あぅっ……♡ 

はぅっ……♡んぅっ♡はぅっ……♡……っ♡あぅ♡ 

ふっ……♡んぁぅ……♡あっ♡んぅ……♡ふっ……♡ 

 

この声……♡ 

ご近所さんに、聞かれてるかもしれませんね……っ♡ 

でも……♡止められません……♡ 

 

だって先生が……♡止まってくださらないから……っ♡ 

あぅっ♡はぁっ♡ふっ……♡……っ♡あぅ♡ 

あぅっ……♡あぅ……♡あぅっ……♡あぅっ……♡あぁっ……♡ 

 

ぁっ……♡ああっ……♡んぅっ♡はっ……♡んぅ……♡ 

先生ぃっ……♡私ぃっ……♡ 

この間……♡初めてを、捧げたばかりなのに……♡ 

 

こんなに、感じて……っ♡ 

んぁぅ……♡ふっ……♡あうっ♡あん……っ♡ああっ……♡ 

私……♡知りませんでした……♡ 

 

自分がこんなに……♡エッチな子だったなんて……っ♡ 

んぁ……♡はぁっ♡んぅ……♡あはぁ♡うぅっ♡ 

はぅっ……♡ぁあっ♡んんぅ♡あぅっ……♡うぅっ♡ 

 

でも……♡先生の前でだけです……っ♡ 

私の……♡このエッチな姿、知ってるの……♡ 

先生だけ……♡ですから……っ♡ 

 

ぁあっ♡あぅ……♡あはぁ♡あぅ♡うぅっ♡ 

あぅ……♡あぁっ……♡あぅっ♡うっ♡はぅっ……♡ 

おまんこも……♡ 

 

先生のおちんちんしか知りません……♡ 

心も……♡体も……♡ 

先生専用です……っ♡ 



 

あぁっ……♡あっ♡んぁ……♡はぁっ♡あはぁ♡ 

あぅっ……♡あっ♡ぁあっ♡あぅ……♡あうっ♡ 

ですから、どうか……♡ 

 

このまま……♡ください……♡ 

私……♡さっきのご奉仕で……♡ 

おまんこムラムラ、止まらなくて……っ♡ 

 

はぁっ♡んぁぅ……♡……っ♡あっ♡んぁ……♡ 

イキたい……♡です……♡ 

このまま……♡先生と一緒にぃっ……♡ 

 

あうっ♡うっ♡あぅっ♡ふっ……♡ぁあっ♡ 

あはぁ♡んんぅ♡はぁっ♡うぅっ♡あぅ♡ 

ぅあ♡ぅあ♡んぁぅ……♡んあっ♡んんぅ♡ 

 

んんぅっ……♡イク……っ♡ 

んあっあっあっあっあああああっ……♡♡♡ 

 

  （同時絶頂（中出し）） 

 

――んんんふぅ～～～～～～っ♡♡♡ 

はぁ……♡ふぅ……♡んぁ……♡ふぅっ♡はぁっ♡ 

ふぅっ♡ふぅ……♡はぁ……♡ふぅっ♡はぁ……♡ 

 

中……♡注ぎこまれてます……♡ 

先生の……♡熱いドロドロ……♡ 

そのまま……♡全部ください……♡ 

 

はぁっ♡ふぅっ♡ふぅ……♡はぁ……♡んっ……♡ 

はぁ……♡はぁっ♡はぁ……♡ふぅ……♡ふぅ……♡ 

 

  （主人公：ペニスを引き抜く） 

 

ああああ……ッ♡ 



先生……♡まだ足りないんじゃないですか……？ 

 

  （伊奈、立ちバックの体勢をやめる） 

 

……大好きな人を、満足させたいです……♡ 

横になってください♡今度は、私が上に……♡ 

 

  （主人公と伊奈：騎乗位体勢に） 

 

ふふ♡床でごめんなさい♡ 

でも、我慢できないから── 

はぁ……♡はぁ……♡ふぅっ♡ふぅ……♡はぁ……♡ 

もう一度……入れますね？ 

 

  （対面座位にてペニス挿入） 

 

んぁあああ……♡ 

んっ……♡ふぅっ♡ふぅ……♡んぁ……♡ 

ほんとに、気持ちいい……♡ 

んっ……んんんんんぅぅっ♡ 

 

今度は、私が満足させます♡ 

しっかり……おまんこ味わってください♡ 

 

  （伊奈：腰振り開始） 

 

はっ……♡あうっ♡あぅ……♡はぁっ♡あぅっ♡ 

あっ♡はぅっ……♡あぅっ……♡あっ♡あうっ♡ 

あぅっ♡あぅ……♡はぅっ……♡あぁっ……♡あっ♡ 

 

先生に……♡動いてもらえるのも、好き……ですけど……♡ 

私……♡これも好きです……っ♡ 

んぁ……♡んぁ……♡あん……っ♡はぁっ♡ああっ……♡ 

 

先生のお顔……♡よく、見えるので……♡ 

はぅっ……♡あぅ♡はぁっ♡うっ♡んんぅ♡ 



あっ♡……っ♡あぅっ……♡あぁっ……♡あぁっ♡ 

 

ん……♡あっ♡うぅっ♡んぁぅ……♡あっ♡ 

ん……先生♡ 

おっぱいばっかり見てます……♡ 

 

でも……嫌じゃないですよ♡ 

ぅあ♡うぅっ♡あぅ……♡うっ♡あぁっ……♡ 

先生に……♡見てもらえるなら……♡ 

 

おっぱいだけだって……♡構いません……っ♡ 

ん……♡あはぁ♡あぁっ♡んぅ……♡はぁっ♡ 

ぁっ……♡あうっ♡んぅっ♡あぁっ♡はぅっ……♡ 

 

そんなに好きなら……♡おっぱい、吸いますか……？ 

はあ、はあ……。 

お口、あーん……♡ 

 

  （伊奈：胸を押しつけしゃぶらせる） 

 

あぁっ……♡あうっ♡あぅ……♡うぅっ♡んぁぅ……♡ 

ぅあ♡ああっ……♡んぅっ♡あっ♡あぅ♡ 

手で……♡弄ってもらうのも、好きですけど……♡ 

ちゅぱちゅぱ、吸ってもらうのも……♡ 

好き……みたいです……♡ 

 

ぅあ♡あぁっ♡あっ♡……っ♡んんぅ♡ 

んぁぅ……♡あぅっ……♡んあっ♡あぅ……♡ん……♡ 

んんぅ♡あぅっ♡あぅ……♡あぅっ♡ふっ……♡ 

気持ちぃ♡あッ、ぁあっ、ん、んッ♡ 

 

ふぅ、ふぅ♡んん、ンッ♡ 

ふふふ、ん、ンッ、私も……♡先生のこと、舐めたくなりました……っ♡ 

 

んんん、ンッ♡はあ、はあッ♡ 

ごめんなさい♡おっぱいキャンセル♡ 



 

んぅう、ん……ッ♡ 

んぅ、んッ、私が責めるターンだから、 

はあッ、はあ、ッ、私が舐めます♡ 

はあ、はあっ、いきますよ♡んぅうううッ♡ 

 

  （伊奈：耳舐め開始） 

 

れろっ……♡ぅあ……♡れろっ♡んんぅっ……♡ちゅるるっ♡ 

ちゅむるっ♡ぁあっ♡んんぅっ♡ちゅるぅっ♡ふぅ……♡ 

先生の耳を、ちゅる、チュッ♡私の匂いまみれに♡ 

 

んんぅっ……♡じゅるっ……♡ちゅぶっ……♡あふぅっ……♡ちゅるるっ♡ 

はむっ♡れろっ♡んんぅっ♡ぁあっ♡れろじゅりっ……♡ 

んっ、んんぅっ……先生……♡ 

 

おちんちん……♡そんなに震えさせたら……♡ 

もっと……すきになってしまいます……っ♡ 

れろちろっ♡ちゅるるっ♡ちゅくっ……♡すきぃ……♡すきぃ……♡ 

 

すき……♡れろちろっ♡れろじゅりっ……♡すきぃ……♡すきぃ……♡ 

ふぅ……♡すきぃ……♡れろじゅりっ……♡すきです……♡すきぃ……♡ 

ふぅ……♡すきぃ……♡んんぅっ……♡すきです……♡すきです……♡ 

 

ふぅ……♡れろっ♡ちゅむっ……♡ちゅむっ……♡すき……♡ 

すき……♡すきです……♡すき……♡すきぃ……♡はむっ♡ 

れろっ……♡すきです……♡ちゅくっ……♡れろじゅりっ……♡んちゅっ……♡ 

 

すきです……♡れろっ♡すき……♡ちゅぶっ……♡ちゅくっ……♡ 

んちゅっ……♡ちゅるるっ♡じゅるっ……♡じゅるっ……♡すきです……♡ 

すきです……♡れろっ♡ふぅ……♡ちゅむっ……♡すき……♡ 

 

  （主人公「そろそろ出そうだ」） 

 

私もです……先生♡ 

おまんこ……♡イっちゃいそうで……っ♡ 



ちゅむっ……♡んちゅっ……♡ぅあ……♡んちゅっ……♡ちゅくっ……♡ 

 

ちゅるぅっ♡はむっ♡ん……♡あぁっ……♡れろじゅりっ……♡ 

このまま、また……♡二人で一緒に……っ♡ 

もちろん……♡また中に、ください……っ♡ 

 

れろっ♡ふぁっ……♡あっ♡あっ♡んちゅっ……♡ 

れろちろっ♡れろちろっ♡はむっ♡ちゅむるっ♡れろっ……♡ 

すきぃ……♡ちゅくっ……♡すき……♡れろちろっ♡れろっ……♡ 

 

出して♡あああッ、先生の女になりたいッ♡ 

あッ♡んんん、ッ、んくぅ、んぅ～～～ッッ♡ 

イッてくださいッ♡ 

 

んあああッ♡あッぅんん、んッ♡ 

私のナカにッ♡子宮にッ、出してッ♡ 

イクッ！ んぅ～～～～～～～～ッッ！ 

 

  （同時絶頂（中出し） 

 

――んっ……あああああんんんぅ～～～～っ♡♡♡ 

あああああ……ッッ♡ 

 

きっと、子宮のナカに、心があるの……♡ 

ふぅ……♡んぅっ……♡ふぅっ♡はぁ……♡はぁ……♡ 

だって、今……アッ、心、温かい……♡ 

 

はあ、はあッ♡んん、んッ♡ 

私、幸せ、感じてる……ッ♡ 

んっ……♡ふぅっ♡はぁ……♡はぁ……♡はぁ……♡ 

でも、んん、ンッ、先生は、どうですか？ 

 

はあ、ん、んぅ♡んぅ、ん……ッ♡ 

先生……私の愛、ちゃんと伝わりましたか……？ 

そろそろお返事……♡聞かせてください……♡ 

 



  （主人公「好きだ」） 

 

……待っていました、その言葉……♡ 

だったらこれからも、こうして私のこと……愛してくださいね♡ 

はぁ……♡ふぅ……♡ふぅっ♡んぅっ……♡はぁ……♡ 

はぁっ♡んぁ……♡んぁ……♡はぁっ♡ふぅっ♡ 

 

……でも、都合のいい女だけじゃ嫌です♡ 

いつかは奥さんにしてくださいね♡ 

待ってますから……♡約束です……♡ 

 

 

 

 

 


